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件 名 
「物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引上げを求める意見書」の

提出を求める陳情 

陳情の

趣 旨 

厚生労働省は平成 25 年以来 11 年間で物価が 8.1%上昇する中、

年金支給率は 0.8%の上昇で、差引き 7.3%を減額する改定を行いま

した。令和５年度も物価上昇率 2.5%の中、年金は 1.9%の引上げに

とどまり、実質 0.6%の削減となりました。 

 この間に消費税が５%から 10%に引き上げられ、一部の後期高齢

者医療費窓口負担が２割に増え、介護保険料の引上げが年金減額

改定の中、実施されました。 

 物価上昇が高齢者の家計を圧迫し、食費を切り詰め、北海道で

は暖房費を節約するため寒い部屋で過ごしている高齢者も少なく

ありません。そのため、年金だけでは生活を支え切れず生活保護

に移行する例が増えており、生活保護世帯全体の 55.4%を高齢者

が占めるまでに至っています。 特に深刻なことは女性の低年金で

す。女性の年金生活者の 85.2%が月額 10 万円以下で生活していま

す。 

 さらに、厚生労働省は基礎年金が今後 30 年で約 30%減額される

計画であると試算しています。もしそうなると、現役世代の年金

が将来大幅に減額されることになり、現在の若者にとっても大き

な問題となります。 

 18 歳の若者への意識調査によれば「年金制度の維持が難しくな

っている」と答えた人が半数近くに上り、半数以上の若者が「現

在の年金制度について改革が必要である」と回答するなど、若者

が年金制度に不安を持っていることが明らかになっています。 

 よって、 国においては、当面の高齢者の危機的状況を早急に改

善するため、そして、高齢者も若者も安心して老後を暮らせるよ

うにするため、物価上昇に見合うように老齢基礎年金等の支給額

を引き上げるよう意見書の提出を陳情します。 

資料１  



陳情者

の住所

氏 名 

芽室町東８条５丁目２番地１０ 

全日本年金者組合芽室支部 支部長 岩佐重春 

受 付

年月日 
令和６年５月８日 

備 考 

 

 


